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シリーズの概要

共通仕様

シリーズの特長

品名構成

標準寸法

実装幅を従来の 1/2（当社 DIP 製品比）の超薄型に	 まとめた SIP スイッチです。

1.	 ナイフエッジ ･ ハイプレッシャー接触方式により微小電流での安定した接触を実現して
います。

2.	 動作構造部にクリック機構を設け、軽快な操作感（クリック感）を実現させました。
3.	 丸洗い洗浄が可能です。

■ ナイフエッジ・ハイプレッシャー構造接点

Mプレート（可動片）

Fプレート（固定片）

定格 DC5V　10mA
接触抵抗 300 m Ω 以下（初期値）
絶縁耐圧 AC300V　1分間
絶縁抵抗 100MΩ以上
電気的寿命 1,000 回
使用温度範囲 -30℃～ +60℃
保存温度範囲 -30℃～ +80℃
動作力 5.9N 以下

材料仕様
部品名 材質 仕上げ
ノブ 耐熱性ポリアミド 白色
カバー PBT 黒色
ケース PPS 黒色

Mプレート（可動接点） 銅合金 金フラッシュ
Fプレート（固定接点） 銅合金 金フラッシュ

ターミナル 銅合金 金フラッシュ
手はんだ付け条件 こて先温度 320℃以下　4± 1秒

フローはんだ付け条件 プレヒート100 〜 105℃  30 ± 5 秒
はんだ温度265 ± 3℃  8 ± 2 秒

S X V 8 2
シリーズ名 端子形状	 極数	

極数 記号
2 22
4 42
6 62
8 82
10 102

端子形状 記号
バーティカル V
ホリゾンタル H

バーティカルタイプ　SXV □□

取付穴寸法

可動片のナイフ状の先端部が固定片に食い込む
ように接触するため、接点表面の汚れ・異物等
の影響を受けにくくなっています。

※端子形状記号と極数の末尾 1 桁は製品には	
表示していません。

ホリゾンタルタイプ　SXH□□

回路図

５
．０
８
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1.	 洗浄液は、アルコール類、石油系、ケトン系、塩素系溶剤が使用できます。
2.	 納入時、ノブの位置はOFF になっています。実装→半田付→洗浄迄はこの状態を維持して下さい。
3.	 本シリーズはRoHS規制対応品です。

製品取扱上の注意

梱包箱・マガジン梱包数量

極数 1マガジン当たりの入り数（個）

SXV SXH
1 箱当たりの	
マガジン数（本）

1箱当たりの	
総入数（個）

1箱当たりの	
マガジン数（本）

1箱当たりの	
総入数（個）

2 50 100 5,000 70 3,500
4 30 100 3,000 70 2,100
6 25 100 2,500 70 1,750
8 20 100 2,000 70 1,400
10 15 100 1,500 70 1,050

PWB端子 	 スイッチワンポイントアドバイス

マイクロプロセッサーのプルアップとプルダウン

マイクロプロセッサーの基礎として、最初にマイクロプロセッサー
を使った回路を作る時に、つまづきやすいのがプルアップ抵抗、プ
ルダウン抵抗です。マイクロプロセッサーの制御はご承知の通り、
H（1）と L（0）の 2つの値を使ったデジタル制御です。通常Hの
方は Vdd と呼ばれる電源電圧（5V、3.3V、1.7V など）につなぎま
す。これに対し、Lの方は何もつながなければ 0であろうと解釈す
るのはある意味間違いです。何故なら、マイクロプロセッサーの端
子に何もつないでいない状態はフローティング（浮いている）とか
Hi-Z（ハイインピーダンス）と呼ばれ、電気的には不安定でノイズ
などの影響を受けやすくなるからです。	
なので、使用する端子には、抵抗を介して電源（Vdd）またはグラ
ウンド（Vss) にそれぞれつなぎます。Vdd につなぐ場合をプルアッ
プ（通常状態をHに設定）、Vss につなぐ場合をプルダウン（通常
状態を Lに設定）と言います。これによって各端子のHと Lを電
気的に強制的に設定する訳です。	
ちなみにプルアップの場合、ここにDIP スイッチを接続した場合、
スイッチをONにするとグラウンドに接続されるので、デジタル回
路的には L（0）になります。OFF にするとH（1）になります。プ
ルダウンでは逆になります。


